
　　　　　　　　　　　　平成２９年度東筑摩塩尻ＰＴＡ連合会研修会議事録

　　 　　　　　　　書記　　西原京子

日時　８月２６日（土）　　時間　15:25～16:40　　場所　塩尻市立　洗馬小学校

◆5分科会【健康・保健教育】　　テーマ「みんなで取り組む体力づくり」

　　　　☆助言者　聖南中学校長　宮澤浩 　☆司会者　郡Ｐ常任委員　大矢泰章
　　　　☆提案者　宗賀小学校ＰＴＡ会長　浦沢正也　　☆記録者　郡Ｐ常任委員　西原京子
　　　　☆参加者　各校正副会長・保護者　２９名

１．グループ構成
　　３グループに分け、各記録者を発表者とする。

2.　各自己紹介

3.　提案者発表

　　　　　宗賀小学校では平成２６年１２月からの冬季期間バス通学地区拡大に伴い、児童の
　　　　　体力低下が問題となった。
　　
　　　　　　　・授業中落ち着がず座っていられない子
　　　　　　　・すぐ「疲れた」と常に疲労を訴える子
　　　　　　　・姿勢が悪く背中が曲がってきている子

　　　　　など、明らかに以前とは異なる子どもの姿が増えてきている。
　　　　　原因として、子どもの外遊びやスポーツの重要性を軽視する事や、生活が便利に
　　　　　なるなど、取り巻く環境の変化、発達段階に応じた指導者が少ない事が考えられる。
　　　　　ＰＴＡとして何か出来ないか…と学校側と協議し、地域のスポーツ指導者や体育系の
　　　　　大学生など外部指導者を特別非常勤講師として活用することを提案した。
　　　　　ＰＴＡ理事会の承認を経て…平成２７年１月より
　　　　　『体力づくり教室』を実施した。

　　　第１回…松本山雅フットボール選手のトレーニングを学びながらの体力づくり教室
　　　　　　　　
　　　　　　　　◎ボールを使った運動を中心に運動遊びに挑戦した。
　　　　　　　　　　子ども達は運動することの楽しさを知る機会となった。

　　　第２回…松本大学人間健康学部スポーツ健康学科　犬飼巳紀子教授及びゼミの学生
　　　　　　　　　達による運動教室

　　　　　　　　◎新聞紙を使ったハードルでジャンプ運動
　　　　　　　　◎丸いパネルを使った運動遊び
　　　　　　　　◎ボールを使った運動遊び　など様々な運動遊びを提供してくれた。
　　　　　　
　　　　　　　結果、運動嫌いや苦手な子ども達が運動することの楽しさを実感でき、継続・
　　　　　　　習慣化できる良いきっかけとなった。
　　　　　　　担任の先生方も身近な物を使って子ども達があんなに楽しんで体を動かす
　　　　　　　のかと良い勉強になった。

今年度で４回目になるが、各家庭でも子ども達の運動離れ・体力低下・体を動か
　　　　　　　す事の大切さに関心を持ってもらいたい。

４．グループディスカッション開始（２０分）

　　　　　　　・１グループ１０名程いたのと、参加者の方々の多くはグループ討議に慣れていな
　　　　　　　　かった事もあり、もう少し時間があった方が良かったのではと感じた。

５．グループ討議発表

　１グループ　　・山形小…遊びの広場（秋～冬にかけ体育館で子ども達のやりたい遊び）
　　　　　　　　　　　実施。　他に、太鼓・料理・パソコン・アロマなどもあるが、ＰＴＡ主催はない。



　　　　　　　　　・広丘小…今年は保健の先生主催の遊びながら体を動かす講演会があった。
　　　　　　　　　　社会体育をやっている子が８割いる。
　　　　　　　　　・広丘は住宅密集地の為運動する場所がない。
　　　　　　　　　・通学も親の送迎が多く、学校から歩いて通学するように指導はあるが、防犯
　　　　　　　　　　や習い事の関係もあり送迎せざるを得ない。
　　　　　　　　　・親が先回りしてやってしまい、子ども達が自分で遊びを考えない。
　　　　　　　　　　この様な子どもが体を動かす機会が減っている中で、ＰＴＡ主催で体作りを
　　　　　　　　　　行うのは良い事だと思う。

　２グループ　　・楢川小…体力向上の為、駅伝大会を実施している。
　　　　　　　　　　３．４年前より、陸上の村沢選手の活躍をうけて「村沢会」を結成し、保護者
　　　　　　　　　　も参加で予算をかけて取り組んでいる。
　　　　　　　　　　・桔梗小…マラソン大会は３０年目になり、順位を付けずスタンプが励みと
　　　　　　　　　　　なっている。
　　　　　　　　　　　雨などの天候での送迎があり、甘やかしているのかも。
　　　　　　　　　　・聖南中…ＰＴＡが主導しての取り組みは今までなかったが、ウェルネス高校
　　　　　　　　　　　筑北キャンパスができてから、地域貢献でイベントや教室開いてくれている。
　　　　　　　　　　・広陵中…毎日２～３km歩いているが、小さな努力の積み重ねが大切。
　　　　　　　　　　　家庭への働き掛けは、学校からでなくＰＴＡがリードするべき。　　　　　　　
　　　　　　　　　　・西小…運動嫌いな子・苦手な子が楽しさを味わえる宗賀小は素晴らしい。
　　　　　　　　　　・筑北中…体力の向上・精神の向上につなげる為
　　　　　　　　　　　毎月５のつく日（５日・１５日・２５日）をゴーゴー歩こうの日として村内放送でも
　　　　　　　　　　　呼びかけている。

　３グループ　　　・塩尻西部中…小学校からスポーツをやっている子が多いが、部活動では、
　　　　　　　　　　　運動系・文科系とも１つずつ減らされてしまった。
　　　　　　　　　　　文化祭でスポーツフェスティバルとして、大縄跳びなど何種類かの運動は取り
　　　　　　　　　　　入れているが、向上目的では取り組んではいない。
　　　　　　　　　　・洗馬小…マラソン大会でコースをクラス毎の目標を立て何周走るか決めている。
　　　　　　　　　　　エンジョイタイムとして、全学年で鬼ごっこなど先生も一緒に体力アップと交流を
　　　　　　　　　　　兼ねて行っている。
　　　　　　　　　　・筑北小…金曜日の朝スポーツタイムとして運動している。
　　　　　　　　　　　１１月にはマラソン大会も開催しているが、学校統合によりバス通学の生徒が
　　　　　　　　　　　多くなり歩かなくなっている。
　　　　　　　　　　・両小野中…運動系の部活動は野球・剣道・バレー・バスケとあるが、やっている
　　　　　　　　　　　子とやっていない子の体力が全然違う。
　　　　　　　　　　・丘中…親子レクなどで塩尻市スポーツ推進委員に依頼し、無料でボランティアの
　　　　　　　　　　　方がトレーニング・ストレッチ・ボールを使った運動遊びを道具もあり利用して
　　　　　　　　　　　いるが、中学生の方が体力がないようだ。

６．助言者のご指導　　聖南中学　宮澤浩校長先生

文科省の調査で全国・長野県の小・中学生を対象に運動能力をグラフに表したところ
小学生男子は、ほぼ全国平均であったが、女子は筋力・スピードが低かった。

　　　　　　　また、県の女子中学校が全国の体力合計点にかけ離れて筋力・瞬発力が低かった。
上位５位の県に聞き取り調査をしたら、４年生の時に学校全体として、体力向上につい
て目標を立てていて、家庭への呼びかけもしていた。
この様な結果をふまえて大切なことは…

　　・学年・学校で体力向上の目標を設定する事。
　　・授業改善等の工夫をする事。
　　・体力向上に関わる家庭への説明・呼びかけをする事。

宗賀小学校の体力づくりの取り組みは、先生方にも良い勉強になっているし、ＰＴＡの
予算を使ってでも呼びかけをしている事は、大変素晴らしいことである。
また、自己肯定感と体力の相関を調査したところ、失敗を恐れず最後までやり遂げ、
挑戦した子は体力もついている事から、「体力と最後までやり遂げる」は相関する事が
考えられるということです。

以上


